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問題 6-1

問題
n次正方行列 A に対して，n次列ベクトル x を未知ベクトルと
する連立一次方程式（同次方程式・斉次方程式）

Ax = 0 (∗)

を考える．ただし 0 は零ベクトルである．
1. x1, x2, …, xr が (??) の解ならば，スカラ λ1, …, λr に対して

λ1x1 + λ2x2 + · · ·+ λnxn

も (∗) の解であることを示しなさい．
2. A が正則ならば (∗) の解は零ベクトルのみであることを示し
なさい．
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同時連立一次方程式の解
I 解の線形結合はまた解である．
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同時連立一次方程式の解
I 基本解
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問題 7-1

問題
2次正方行列 A =

[
a11 a12
a21 a22

]
が正則であるための必要十分条件

は a11a22 − a12a21 6= 0 である．
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問題 7-2

問題
3次の列ベクトル v = t[v1, v2, v3], w = t[w1, w2, w3] の内積
v ·w, 外積 v ×w を

v·w := v1w1+v2w2+v3w3, v×w := t [v2w3 − v3w2, v3w1 − v1w3, v1w2 − v2w1]

で定める．任意の 3次列ベクトル a, b, c に対して
I a× b · a = a× b · b = 0．
I a× b · c = b× c · a = c× a · b = −b× a · c.
I 3次正方行列 A = [a, b, c] が正則であるための必要十分条件
は a× b · c 6= 0 で，このとき

A−1 =
1

a× b · c
t [b× c, c× a,a× b] .
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